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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年8月18日(2011.8.18)

【公表番号】特表2010-534749(P2010-534749A)
【公表日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2010-518538(P2010-518538)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/6592   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   4/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  10/00    ５１０　
   Ｃ０８Ｆ   4/6592  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月1日(2011.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファイバー又はファイバーフリースからなる担体を含む、オレフィン類の重合用担持触
媒系であり、ここで、平均ファイバー直径が１０００ｎｍ未満、好ましくは、５００ｎｍ
未満であり、平均ファイバー長さが２００，０００ｎｍを超え、好ましくは、５００，０
００ｎｍを超え、そして、特に好ましくは、１，０００，０００ｎｍを超え、ファイバー
又はファイバーフリースを電界紡糸により製造することを特徴とする、オレフィン類の重
合用担持触媒系。
【請求項２】
　ファイバーを可溶性ポリマーの電界紡糸により製造されるポリマーから製造することを
特徴とする、請求項１に記載の担持触媒系。
【請求項３】
　可溶性ポリマーを、有機、無機又は有機／無機化合物からなる群から選択することを特
徴とする、請求項２に記載の担持触媒系。
【請求項４】
　可溶性ポリマーを、ポリビニルアルコール、ビニルアルコールコポリマー類、ビニルピ
ロリドンホモポリマー類及びコポリマー類、メタクリル酸ホモポリマー類、及びコポリマ
ー類、ポリサッカリド類からなる群から選択することを特徴とする請求項３に記載の担持
触媒系。
【請求項５】
　ナノファイバー担体に担持された、少なくとも１種の有機金属化合物をさらに含み、こ
こで、金属を元素の周期表の主族から選択する、請求項１～３のいずれかに記載の担持触
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媒系。
【請求項６】
　各有機金属化合物が、独立して、式（I）の有機金属化合物類、式（ＩＩ）のアルミノ
キサン化合物類及び式（ＩＩＩ）のアルミノオキサン化合物類から選択されることを特徴
とし、ここで、化合物は下記のように定義：すなわち、
有機金属化合物が、式（Ｉ）
【化１】

の化合物であり、式中、Ｍ１は、元素の周期表の主族の元素、好ましくは、アルカリ金属
、アルカリ土類金属又は周期表の１３族金属、すなわち、ホウ素、アルミニウム、ガリウ
ム、インジウム若しくはタリウムであり、
Ｒ１１は、水素、Ｃ１－Ｃ１０－アルキル、Ｃ６－Ｃ１５－アリール、ハロ－Ｃ１－Ｃ１

０－アルキル、ハロ－Ｃ６－Ｃ１５－アリール、Ｃ７－Ｃ４０－アリールアルキル、Ｃ７

－Ｃ４０－アルキルアリール、Ｃ１－Ｃ１０－アルコキシ又はハロ－Ｃ７－Ｃ４０－アル
キルアリール、ハロ－Ｃ７－Ｃ４０－アリールアルキル若しくはハロ－Ｃ１－Ｃ１０－ア
ルコキシであり、
Ｒ１２及びＲ１３は、各々、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ１０－アルキル、Ｃ６－Ｃ１５－
アリール、ハロ－Ｃ１－Ｃ１０－アルキル、ハロ－Ｃ６－Ｃ１５－アリール、Ｃ７－Ｃ４

０－アリールアルキル、Ｃ７－Ｃ４０－アルキルアリール、Ｃ１－Ｃ１０－アルコキシ又
はハロ－Ｃ７－Ｃ４０－アルキルアリール、ハロ－Ｃ７－Ｃ４０－アリールアルキル若し
くはハロ－Ｃ１－Ｃ１０－アルコキシであり、
ｒは、１～３の整数であり、そして
ｓ及びｔは、０～２の整数であり、ｒ＋ｓ＋ｔの総計はＭ１の価数である、
アルミノキサン化合物が、一般式（ＩＩ）又は（ＩＩＩ）
【化２】

【化３】

の化合物であり、式中、Ｒ２１－Ｒ２４は、各々互いに独立して、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
基であり、好ましくは、メチル、エチル、ブチル又はイソブチル基であり、ｌは１～４０
、好ましくは、４～２５の整数である、請求項５に記載の担持触媒系。
【請求項７】
　ナノファイバー担体が、遷移金属化合物でさらに添加されている、請求項５に記載の担
持触媒系。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の触媒系の存在下でオレフィンを重合することを特徴と
する、ポリオレフィンナノコンポジットの製造法。
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【請求項９】
　ナノファイバー又はナノファイバーフリースを含む、請求項８に記載の方法により得ら
れたポリオレフィンナノコンポジット。
【請求項１０】
　１０００ｎｍ未満の平均ファイバー直径有するファイバーからなるナノファイバー又は
ナノファイバーフリースを含む、請求項９に記載のポリオレフィンナノコンポジット。
【請求項１１】
　ポリオレフィンの極限粘度が４ｄｌ／ｇを超える、好ましくは、６ｄｌ／ｇを超える、
そして、特に好ましくは８ｄｌ／ｇを超える、請求項９又は１０に記載のポリオレフィン
ナノコンポジット。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のポリオレフィンナノコンポジット及び少なくとも１種の別のポリオ
レフィンを含むブレンド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　ナノファイバーの直径は１０００ｎｍ未満であり、当該ファイバーの長さは少なくとも
２００．０００ｎｍである。好ましくは、ナノファイバーの直径は５００ｎｍ未満であり
、当該ファイバーの長さは少なくとも５００．０００ｎｍであり、特に、好ましくは、ナ
ノファイバーの直径は５０～３００ｎｍであり、当該ファイバーの長さは１０００．００
０ｎｍを超える。好ましくは、当該ファイバーは、いわゆる、エンドレスファイバーであ
る。ファイバー又はファイバーフリースを電界紡糸(electrospinning)により製造する。
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